
　「2021ぐんまの家」の審査を終え、回を重ねる毎に作品の質とレ
ベルが高くなる様を感じました。
　社会構造の変化に伴い多様化する住環境に関する課題解決や、県
産木材の積極活用による持続的な地域づくりの取り組みなどは、「ぐ
んまの家」に求められる基本的な要素であると考えます。
　今年は「新たな日常」としてテレワークや二地域住居等の対応や
「環境への配慮」として維持管理の容易性、長寿命化への工夫等も
新たに審査対象といたしました。
　一次審査では拮抗する作品の質の高さから選考に悩み、二次審査
では選考委員の意見の分かれる場面もありましたが、今年の「ぐん
まの家」の「顔」を決めるべく、慎重にかつ十分な議論を重ね、各
賞を決定しました。
また、今年は新型コロナウイルスによる感染拡大防止の緊急事態宣
言下であったため現地審査が叶わずビデオ撮影による最終審査と
なったことを付け加えておきます。
　最優秀賞に輝いた「本動堂の家」は建築主の職業と住まい方を良
く理解し、エントランス廻りの多様な可能性を秘めた建築計画が大
変魅力的であります。２つのコートを設けたプランはゾーニングが
明確であり機能的でありながらプライベートな空間を切り分け、自
然の採光と通風を十分確保することのできる間取りとして高い評価
を得ました。また工事費も適正であり周囲の環境にも緩やかに融和
する秀作であると言えます。
　審査員特別賞の「終の棲家」は大胆な減築と不使用スペースの削
除により、原型を見失う程の高い完成度を誇るリノベーション住宅
です。住み続けることで得られる幸福感と、地域への愛着を感じる
取り組みは社会問題化する空き家対策にも一石を投じる作品である
と言えます。
　リフォームの域を超えた建築計画は建築主と設計者、施工者の高
い信頼関係を伺わせます。
　受賞した作品はどれも素晴らしく「家」としての新しい魅力を引
き出しながら細部の工夫も見てとれるものでした。
　これからも、群馬の気候風土や地域性、県民性などを考慮しなが
ら環境に配慮した住宅が多く生まれることを大いに期待します。
　最後に応募された全ての方に敬意を表すると共に、苦しみながら
も楽しく審査をさせて頂きましたことに審査員一同、感謝と共に御
礼申し上げます。
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